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円滑な学級運営のためには、学校内で子どもの指導や教育法について

充分な技術を磨く一方、学校「外」のこと、

すなわち「保護者とよい関係を築くこと」が大変重要です。

そこで今回は、学校での保護者対応の現状について、

教師として知っておきたいことや、日々の指導に反映できることがないか、

早稲田大学大学院教授の河村茂雄先生のお話を交えながら考えていきます。
取材・文｜甲斐ゆかり（サード・アイ）、金丸敦子　イラスト｜あきんこ

特集

教
育
に
対
す
る

保
護
者
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た

　

今
の
公
教
育
の
中
で
、
先
生
が
保
護
者
と
よ

い
関
係
を
つ
く
り
た
い
と
思
う
時
、
ぜ
ひ
押
さ

え
て
お
い
て
ほ
し
い
の
は
、
昔
と
今
と
で
、
保

護
者
が
教
育
に
向
け
る
意
識
が
全
く
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

Ｃ
Ｓ
（Custom

er Satisfaction

＝
顧
客
満

足
）
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
先

生
も
多
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
企
業
が
お
客

に
満
足
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
る
た
め
の
活

動
全
般
を
示
す
言
葉
で
、
お
も
に
人
が
モ
ノ
を

買
う
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
時
に
感
じ
る

満
足
感
を
指
し
た
も
の
で
す
。

　

Ｃ
Ｓ
は
、
も
と
も
と
は
小
売
業
な
ど
の
業
界

で
使
わ
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
の
考
え
方
が
、

今
や
医
療
現
場
や
福
祉
、
役
所
、
そ
し
て
教
育

に
も
波
及
し
て
き
て
い
ま
す
。
小
売
業
な
ど
と

同
様
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
が
充
分
に
満

足
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
い
う
意
識
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

ひ
と
昔
前
ま
で
、
保
護
者
の
間
に
は
「
子
ど

も
を
預
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
先
生
に
注
文
を

つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
意
識
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
教
師
の
社
会
的
地
位
も
高
く
、

苦
情
を
言
っ
た
り
、
文
句
を
つ
け
た
り
す
る
こ

と
な
ど
は
考
え
に
く
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
で
は
、
保
護
者
と
そ
の
子
ど
も
は
、

教
育
と
い
う
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利

が
あ
り
、
必
要
な
こ
と
は
全
て
し
て
も
ら
っ
て

当
然
で
あ
る
、
と
い
う
姿
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
こ
の
こ
と
を
把
握
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

「自分は教育というサービスを受ける消費者で
ある」という意識が保護者の間に浸透。そのた
め、少しでも納得いかないことがあると、すぐ
に意見やクレームをつける傾向が見られるよう
になっています。

●拡大する「お客様意識」

地域の中での人々の結びつきが希薄になり、町
内会や自治会など、保護者の意見をまとめ、学
校と交渉する組織の弱体化が目立っています。

家族構成や保護者の職業、居住地域などの違い
によって、保護者のもつ価値観は非常に細分化・
多様化しています。そのため、保護者間の合意
が形成されにくくなっています。

●保護者をまとめる組織の弱体化●価値観の多様化



河村 茂雄先生
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伝
え
る
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
た
め

言
い
た
い
こ
と
を
言
う
だ
け
の
状
況
に

　

今
の
保
護
者
は
、
家
庭
環
境
や
職
業
、
住
ん

で
い
る
地
域
な
ど
に
よ
っ
て
、
様
々
な
価
値
観
を

も
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
域
の
人
間
関
係
は
希

薄
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
集

会
な
ど
で
保
護
者
同
士
が
話
し
合
い
、
学
校
へ

の
要
望
を
ま
と
め
た
り
、
何
ら
か
の
合
意
を
得

た
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
者
が
、
メ
ー

ル
な
ど
の
通
信
手
段
を
使
い
、
言
い
た
い
こ
と

を
個
別
、
か
つ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
教
師
に
投
げ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
な
ら
、
言
い
に

く
い
こ
と
は
、
地
域
の
代
表
が
や
ん
わ
り
伝
え

る
よ
う
な
配
慮
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
の
保
護

者
は
、
思
っ
た
こ
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
教
師
に

ぶ
つ
け
て
く
る
。
連
絡
帳
で
も
、「
子
ど
も
が

読
ん
だ
ら
ど
う
思
う
か
な
」
と
い
う
辛
辣
な
内

容
を
書
い
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
聞
く
保
護
者
か
ら
の
フ
レ
ー
ズ
に
「
み

ん
な
が
言
っ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ク
ラ
ス
全
体
を
指
す
も

の
で
は
決
し
て
な
く
、
保
護
者
と
同
じ
価
値
観

を
も
つ
特
定
の
グ
ル
ー
プ
の
中
の
話
で
あ
る
、

と
い
う
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
別
の
グ

ル
ー
プ
の
「
み
ん
な
」
は
、
実
は
違
う
意
見
か

も
し
れ
な
い
わ
け
で
す
。

　

結
局
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
言
う
権
利
」
が
あ
る

と
思
っ
て
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
も
の
の
、
そ

れ
を
ど
う
ま
と
め
て
い
く
か
、
方
法
論
が
共
有

で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
収
集
が
つ
か
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

●学校への苦情や要望の
　申し出経験の有無

●苦情・要望の内容
「何度もある」＋「ある程度ある」の
合計で上位7項目

●当否意識からみた苦情・要望のタイプ

図は、当否意識からみた保護者の苦情・要望のタイプを示しています。我が子を
攻撃する子どもへの指導については、9割以上が「当然である」と回答しています。
一方で、本来ならば家庭で行うべき我が子への指導について、15%弱が「学校が
指導して当然」と意識しています。また、卒業アルバムの作り直しや仲の悪い子
と同じクラスにならないようにするなど、実現性や正当性の低い項目でも「当然
である」と考えている保護者が少なくないことがわかります。

※表中の％は、「当然である」と回答した保護者の値を示している。

0 5 10 15 20 25（％）

先生の
指導全般24.1%

授業の進め方11.1%

我が子の友人関係10.6%

保護者への対応10.3%

学校の教育方針10.3%

担任の先生9.9%

我が子の健康・安全7.9%

何度もある
2.5％

無回答
1.4%

ある程度ある
22.5%

ほとんどない
37.4%

まったくない
36.2% イチャモン系

仲のよくない子どもと
同じなのでクラス替え

9.9%

学校依存系
保護者の言うことを

聞かない我が子への指導
14.8%

我が子中心系
我が子のスナップ写真がない
卒業アルバムの作り直し

21.6%

正当系
我が子を攻撃する
子どもへの指導
94.1%

正当性（低） 正当性（高）

実現性（高）

実現性（低）

（「保護者の学校意識に関する調査研究」2010年）
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3

保護者との間に問題が生じた時、最初にどんな対応をとるかで、
その後の展開は大きく変わってきます。

ここでは、保護者対応で最低限押さえておきたいポイントを挙げていただきました。

　

今
の
時
代
、
医
療
行
為
と
同
じ
く
、
教
師
に

も
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
（
説
明
と

同
意
）
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
の
多
く
は
、
保
護

者
の
側
に
充
分
な
情
報
が
な
く
、
不
安
を
抱
い

て
し
ま
う
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

教
師
が
先
手
を
打
っ
て
保
護
者
に
情
報
を
開
示

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
会
や
学

級
通
信
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
、

教
育
実
践
に
関
す
る
考
え
方
や
方
法
、
子
ど
も

た
ち
の
様
子
、
節
目
ご
と
の
成
果
な
ど
、
積
極

的
に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
全
体
的
に
保
護
者
会
の
出
席
者
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
話
し
合
い
の
内
容

を
ま
と
め
、
出
席
・
欠
席
に
関
係
な
く
、
保
護

者
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
も
必
要
で

す
。

　

多
く
の
保
護
者
は
、
状
況
を
き
ち
ん
と
説
明

す
れ
ば
、
教
師
の
理
解
者
・
協
力
者
に
な
っ
て

く
れ
ま
す
。
教
師
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
情
報

を
開
示
し
、
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
姿
勢
な

の
で
す
。

　

学
級
経
営
と
同
じ
よ
う
に
、
保
護
者
対
応
に

も
、
全
体
対
応
と
個
別
対
応
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
学
級
通
信
を
出
す
場
合
、
全
員
に
一

斉
に
文
書
を
出
す
（
全
体
対
応
）
と
同
時
に
、

保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
見
極
め
、
個
別
に

対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
護
者
は
、
状
況
に
よ
っ
て
３
つ
の
対
応
レ

ベ
ル
に
分
か
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
め
（
レ
ベ
ル
１
）

は
、
学
級
通
信
を
し
っ
か
り
と
読
ん
で
く
れ
る

保
護
者
。
こ
の
場
合
は
、
全
体
対
応
だ
け
で
充

分
で
し
ょ
う
。
一
方
、
学
級
通
信
を
読
ま
ず
、

他
の
保
護
者
と
も
交
流
が
な
い
と
思
わ
れ
る
人

（
レ
ベ
ル
３
）
に
は
、
家
庭
訪
問
な
ど
、
個
別

対
応
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

が
軽
い
障
害
を
も
っ
て
い
て
不
安
を
抱
い
て
い

る
な
ど
、補
足
的
な
配
慮
が
必
要
な
保
護
者
（
レ

ベ
ル
２
）
は
、
そ
の
中
間
に
あ
た
り
ま
す
。

　

保
護
者
が
ど
の
レ
ベ
ル
か
は
、
前
年
の
担
任

か
ら
の
申
し
送
り
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
低
学

年
で
あ
れ
ば
、
保
護
者
に
つ
い
て
圧
倒
的
な
量

の
情
報
を
も
っ
て
い
る
幼
稚
園
や
子
ど
も
園
の

先
生
か
ら
情
報
を
得
る
の
が
有
効
で
す
。

　

気
を
つ
け
た
い
の
は
、
情
報
は
も
っ
て
い
て

も
、
先
入
観
は
も
た
な
い
こ
と
で
す
。
教
師
と

保
護
者
の
相
性
に
よ
っ
て
、
関
係
性
は
変
化
し

ま
す
。
情
報
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
必
ず
自
分
で

判
断
し
ま
し
ょ
う
。



　

教
師
か
ら
見
れ
ば
「
ク
レ
ー
ム
」
と
感
じ
る

こ
と
で
も
、保
護
者
か
ら
す
れ
ば
、そ
れ
は
「
リ

ク
エ
ス
ト
」
で
あ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
少
し

気
持
ち
も
楽
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
ら
、
そ
れ
を

学
級
経
営
や
教
育
の
実
践
に
取
り
入
れ
よ
う
と

す
る
姿
勢
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
か
に
は
異
な
る
意
見
の
も
の
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
場
合
は
保
護
者
会
で
話
し
合
う
の
も

ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。

　

最
近
は
メ
ー
ル
で
要
望
を
送
る
保
護
者
も
多

い
で
す
が
、
文
面
だ
け
の
や
り
と
り
で
は
、
生

の
感
情
が
伝
わ
り
に
く
く
、
大
き
な
溝
が
生
ま

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
話
す
時
の
表

情
や
態
度
な
ど
、
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
な
（
言
葉
に

よ
ら
な
い
）
情
報
も
大
事
で
す
か
ら
、
で
き
る

だ
け
直
接
会
う
機
会
を
設
け
る
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
際
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
必
ず
教
師
2

人
で
対
応
す
る
こ
と
で
す
。
他
の
先
生
に
中
立

的
立
場
で
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
記
録
を
取
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
冷
静
な
助
言
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
文
章
に
整
理
し
て
学
年

会
で
報
告
す
る
こ
と
で
、
組
織
的
な
対
応
が
取

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

心
が
折
れ
、
不
適
応
に
な
る
教
師
は
、
ひ
と

り
で
問
題
を
抱
え
込
み
、
孤
立
化
し
て
い
き
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
①
職

場
内
で
気
軽
に
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
、
②
職

場
の
外
で
相
談
で
き
る
人
、
③
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
、と
い
う
3
つ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
お
、

②
は
昔
の
同
僚
や
大
学
の
先
輩
な
ど
、
今
の
自

分
の
状
況
を
俯
瞰
し
て
見
ら
れ
る
人
、
③
は
大

学
時
代
の
ゼ
ミ
の
先
生
や
昔
お
世
話
に
な
っ
た

校
長
先
生
な
ど
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
自
分

で
意
識
し
て
作
り
、
積
極
的
に
つ
な
が
り
を
維

持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
脈
は
、
た

だ
声
を
か
け
て
も
ら
う
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

自
ら
が
働
き
か
け
て
作
っ
て
い
く
も
の
だ
か
ら

で
す
。

　

ま
た
、
せ
っ
か
く
助
言
し
て
も
ら
っ
た
の
に
、

聞
く
耳
を
も
た
な
い
の
で
は
、
周
り
は
ど
ん
ど

ん
離
れ
て
い
き
ま
す
。
助
言
を
も
ら
っ
た
ら
、

そ
れ
を
ど
う
生
か
し
た
か
を
報
告
す
る
な
ど
、

社
会
人
と
し
て
当
た
り
前
の
行
動
が
で
き
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

『hyper-QU

●QｰU（Questionnaire-Utilities）とは、
河村先生が開発した学級集団アセスメ
ントで、学級集団の状況を視覚的に把握
できる検査。①居心地のよいクラスにす
るためのアンケート（学級満足度）と②や
る気のあるクラスをつくるためのアンケ
ート（学校生活意欲）の２つの尺度と自由
記述によって構成され、コンピュータに
より採点処理。調査の実施により、不
登校になる可能性の高い子ども、いじ
めを受けている可能性の高い子どもな
どを早期に発見できます。また、学級
崩壊などの問題に対応するための客観
的なデータも得ることができます。

●教師としてぜひ身につけておいて
ほしいことが読みやすい形でまとめ
られた本。教師のタイプ別にわかり
やすくアドバイスが書かれています。
メンタルヘルスのための対応も掲載。
ぜひ手にとってください。

河村茂雄／著　図書文化社／発行
定価：440円（税込み）
実施要領：300円（税込み）

『教師力
―教師として今を生きるヒント（上）（下）』
河村茂雄／著　誠信書房／発行
定価：（上）1,728円、（下）1,944円（各税込み）

―よりよい学校生活と
友達づくりのためのアンケート』

4



5

最後に、保護者とのよい関係をつくるために、
日ごろの職務のなかで工夫できることについて、

項目別に具体的な手立てを紹介します。

　連絡帳は、保護者にもっとも近い連
絡ツール。日々の事務連絡や、子ども
のよいところや頑張りを伝える道具と
して、ぜひ活用したいものです。忙し
い校務の中、目を通す時間は限られま
すが、中休みなどを利用しましょう。
コメントが長く書けない場合は、メッ
セージ付きのスタンプなどを利用する
のもひとつの方法です。また、子ども
の目に触れないほうがよい事柄につい
ては、封をした手紙でやり取りをする
などの工夫をしましょう。

　連絡帳が個別対応のツールであれば、
学級通信は全体対応のための大事な手
段です。クラスの教育方針や、学級の
様子など、伝えたい情報を積極的に掲
載し、情報開示のために活用しましょ
う。また、保護者が読むことが前提で
すが、子どもと一緒に読めるような項
目も用意し、家庭内でのコミュニケー
ションが図れるよう工夫してみるのも
よいでしょう。伝えたい情報を吟味し、
できる範囲で取り組
んでみましょう。

□クラスの子どもを平等に扱うように配慮して

□ 家庭への注文ばかりにならないよう注意

　学校から連絡をする場合、個人所有
の携帯電話ではなく、できるだけ学校
の電話を使うようにしましょう。伝え
る用件は簡潔に、複雑な話の場合は、
直接会って伝えるほうが誤解を与えま
せん。電話を受ける場合は、感謝の気
持ちを伝える、あいさつをしっかりす
るなど、基本的なマナーも忘れないよ
うにしましょう。
　メールの場合、長文に長文で返そう
とせず、極力簡潔に要件のみを返信し
ましょう。文章は記録に残ります。詳
しい話は、直接会って対応を。

□ 大事な要件は会って話す

□ 個人の電話・メールは極力使用しない

□  文字として記録に残るものなので、
コメントの内容には気をつけよう

□子どものよい面を伝えるツールに
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　家庭訪問は、日ごろ時間の取れない
保護者とマンツーマンで話すことで、
信頼関係を深めることができる貴重な
機会です。保護者の要望や不安、期待
など、じっくり耳を傾け、指導に生か
していきましょう。また、子どもの生
活環境や家庭の雰囲気、地域の様子な
ど、指導の参
考になる情報
もしっかり収
集しましょう。

□ 家庭によって時間配分に差をつけない

□ 保護者の話に耳を傾けて

　保護者だけでなく、地域の人々とも
交流の機会をもつことで、子どもの新
たな一面を発見したり、住民との連携
を図ることが容易になったりするなど、
メリットが多く得られます。積極的に
参加し、交流を図りましょう。

□ 個人情報の扱いには注意

□ 積極的に交流し信頼感を獲得しよう

　授業参観は、日ごろの子どもの学習
や生活の様子を見せる絶好の機会です。
掲示物や教室の備品など、細かい部分
にまで気を配り、子どものよさをしっ
かりと伝えられるように工夫しましょ
う。全ての子どもが平等に扱われるよ
うな配慮も必要です。

□  当日の成功のために学級通信や連絡帳
などで事前から情報発信を

□  日ごろから教育方針を発信しておくと
授業も理解されやすい

　個人面談は、子どもの情報を共有し、
保護者と一緒に考える機会ととらえま
しょう。ここでも、家庭訪問と同じく、
保護者の思いに耳を傾けることが大切
です。「いや、でも」「しかし」などと保
護者の話を否定したり、自分の考えを
一方的に話したりすることのないよう
気を配りましょう。

□ 保護者の話に傾聴の姿勢で臨む

□ 制限時間内に収め、延長しない


